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	会議名
	平成27年度

第15回　介護・医療連携推進会議
	記録者
	
	

	日時・場所
	日時：自27年12月28日9時30分

　　　自27年12月28日11時30分

場所：ロング・ライフ会議室
	会議出席者
	蓬田隆子氏　　　　森所長

菅野美江子氏　　　佐久間晴子

伊東五十子氏　　　伊藤貞敏氏

丹野亜紀子　　　　本田圭子
	

	議　題
	１、あいさつ

２、平成27年度　10～12月の反省・今後の予定

３、自己評価について　　４、その他
	

	会　議　（ 打 ち 合 わ せ ）内  容
	１、あいさつ

　所長より…

　

２、平成27年度10～12月の反省、今後の予定など

丹野より…

３、自己評価について

　本田より…事業所での評価について、資料とスライドを用いて説明。

　蓬田氏…項目番号7について、具体的に連携推進会議の内容をサービスの提供等に適切に反映させている事例があれば教えてほしい。

　丹野…会議の中でテレビ電話の機械の件でお話頂いてからは、外部の会議など様々な場に持参するようにしている。

　

　所長…項目番号9、10について。松川安心安全ネットワーク委員会での徘徊模擬訓練にも職員が参加しているので、その事も災害対応や緊急時の対応にいかされているのではないか。今後も出来る限り職員も参加してはどうか。

　

　所長…項目14について、「未来志向型」とは、心身レベルが急激に低下してから定期巡回に移行するのではなく早い段階で定期巡回に移行し、心身ともに元気に在宅生活を継続するような考え方。今後も各居宅へ、そのような目的の移行を進めていくことが大切。

　

　蓬田氏…項目28について　職員間で回覧するだけではなく、玄関などに設置して誰でも閲覧できるようにするなどより多くの方に見て頂けるような工夫が必要。

丹野より…今後は、ロングライフのホームページへの掲載と共に、施設玄関へ　の設置を実施したい。
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第３6回　介護・医療連携推進会議　記録



令和6年3月２5日
10時30分～11時30分

場所：ロング・ライフ会議室
会議出席者


Ａ氏（当該事業に知見を有する者）　　　　

Ｂ氏（地域住民）

Ｃ氏（利用者家族）　　　

Ｄ氏（民生委員）

Ｅ氏（松川地域包括）

Ｆ氏（Y訪問看護）
Ｇ氏（L訪問看護）
森所長・斎藤管理者・紺野介護員（ロングライフ２４時間訪問介護看護事業所）

会　議　内  容

１、あいさつ　　森所長より

・年度末のお忙しいところお集まりいただきありがとうございます。
・吉井田拠点でコロナ発生し、日に一人ずつ増えている状況。利用者７名、職員７名。
・訪問事業所として安全に配慮しなくてはいけない。外に出て地道にやるべきことをやるように、
　情報共有が大事。
・現在居宅事業所が入る事務所を建て替え中。二階建てにする。３月いっぱいで壊して４月着工。
・４月から介護保険改正あり。訪問系は基本が4.4%マイナス、処遇改善が24％増。
　ロング定巡は松川を拠点に地域との関係性を大事にしながら引き続き活動していきたい。
２、事業所のマニュアル評価について　　紺野より資料説明

A氏：介護の３つの柱、一つ社会的マナー、一つ職務マナー、一つ介護技術。
　　「できた」と評価している自信を持てることがすばらしい。常に意識できているということ。
　　介護技術もどのようにして日々磨けばこのような自己評価に繋がるのか。
　　細かい配慮も共有できる体制はどのようにできているのか。
　　「本人に聞いて、、」等、自立支援に着目している点も大事。
　→　管理者：月一回の勉強会に取り入れたり、どの利用者様も同じ介護ではないため、個別ケア
　　　について日々誰かしらが話し合っていてそれの共有がされている。あくまでも個人に合った
　　　対応ができるようにしている。個別ケア。
C氏：挨拶等、今時期マスクで顔が見えない中、声掛けで工夫されているようだ。
調理も大変だろう。食べたい食べたくないはそれぞれ個性が出る。食べやすい物は栄養面が偏る。どう配慮しているのか。
　→　管理者：栄養バランスを家族と一緒に考慮したり、食欲がなさそうな時はその食べない理由を
　　　考えている。
B氏：体位交換、私もやってみたことがあるが、ここが痛いあそこが痛い等言われて、難しいんだなと
　　　思った。
　→　管理者：日常を過ごす上でやはり様子に合わせて今出ている良いエアマット使用も検討されると
　　　過ごしやすいようだ。
D氏：調理、この項目だけ「よくできた」評価を付けている人がいない。自己評価が難しい。
　→　管理者：どうしてもヘルパー個人の味付けや調理法が出てしまい、それを利用者がどう捉えてくれ
　　　ているのかが見えづらいと同時に、自己評価もしづらいようだ。
G氏：訪看連携で関わっているが、こまやかにみていただいている。しっかりマニュアル作りがされてい
　　　て、これが日頃の行動に反映されているのだと思う。
F氏：質が高い介護を提供していてくれて、それもきちんと自己評価ができているからだと思う。
　　３月に3人看取りの方がいたが、家族から「（定巡を）もっと早くに頼めばよかった」という声があっ　
　　た。ヘルパーの後に訪看で入るとシーツや目やになどキレイに整っていた。
E氏：振り返りができているのは良い事。看護師から感謝される仕事をしていること、すばらしいと
　　　思う。
３、その他

A氏：マニュアル評価について、自身が対応していない（訪問実績がなかった）項目については、
　　「できなかった」「無回答」の項目よりも、「行っていない」「対応が無かった」等の文言の方が
　　いいのではないか。
　→　次回より様式変更します。
A氏：マニュアル評価の結果について、最後に考察が入ると尚良い。
　（結果を見てどう思ったのか、どうしていった方がよいのかを考える機会に）
所長：・これからも短期間利用等も断らずに気持ちよく利用してもらえるようにする。
　　　・日々フランクに話し合いができる関係性をこれからも続けてほしい。
次回　令和6年9月26日（月）　10時30分〜開催予定。
